
 

 

帯広市ＰＴＡ連合会役員と教育委員による意見交換会 主なご意見 

 

１ おいしい給食プロジェクトについて 

  

 

市 

Ｐ 

連 

・給食試食会に参加したが、野菜をふんだんに使っていて、野菜が嫌いな子でも、抵抗なく食べ

られるような創意工夫が見られた。また、給食センターの方々の熱意も感じられた。 

・市が情報の伝達を上手に行うことで、給食に対しての保護者の意識が変わってくると感じた。 

・過去に給食センターへ行き、生産者の立場から食育ということで、市内の小学生へ食に関する

こと、生産者として実際にどういうことを行っているかという事を説明したことがあった。コ

ロナ禍であるため、対面での実施は難しいと思うため、PR ビデオ等を作成し、学校へ説明等

ができればいいと思う。 

市 

教 

委 

・子ども達が帯広から進学等をしたときに、給食のことを思い出して、帯広の給食は美味しかっ

た、ひと手間かかっていたということから、愛着や誇りをもってほしいということがこのプロ

ジェクトの柱になっている。 

・情報発信の仕方は、様々な媒体を使い周知していきたい。また、生産者編、製造者編等の PR

動画を作成し、食育という事とつなげて、少しでも子ども達の理解が深まるような取組みの実

施を予定している。 

・子ども達に「いただきます 感謝の気持ちを忘れずに」という、出来たものを食べることに関

する考え方や思いをしっかり感じてもらう必要がある。食べるという事の意味を正面から教え

てあげる必要がある。そういう事が子ども達の記憶に残る給食に繋がっていくと思う。 

 

開催概要 

 

日 時：令和 4年 8月 1日（月）18：00～19：30  

場 所：市役所 10 階 第 5B 会議室 

出席者：帯広市ＰＴＡ連合会（役員） 11 名 

帯広市教育委員会（教育長、教育委員）4名 



 

 

２ 学校行事のあり方について 

 

３ その他教育全般について 

 

市 

Ｐ 

連 

・運動会の午前開催については、昨年 PTA で議論になった時に、お弁当づくりを楽しみにして

いたほう。先生方の働き方改革も含めて、競技がたくさんあることで、児童・生徒一人ひとり

の疲労度を考えるという部分や、競技が増えるほど通常の授業を減らし、体育の授業にすると

いう形になっていたところを知り、お弁当づくりがなくなるのはさみしいが、賛成する気持ち

に代わっていった。 

・今まで日曜日開催だったことで、雨天等で延期になり平日になると来られない保護者がいたり

するが、土曜日開催になり、土曜日に開催できなくても、日曜日の開催なら見られる保護者が

増える場合もあると思うので、その点はよかったと思う。 

・午前開催になるのは、子ども達の負荷や先生方の働き方改革ということから、納得せざるを得

ないという事は理解しているが、運動会が半日になったという事でメリットがこれだけあった

という事、この形で進めてよかったというところがあると保護者同士説明しやすいと思ってい

る。 

・学校側としてお弁当がなくなるという点でのメリットは、場所取りやその準備の必要がなくな

ること。また、学級数が減っている学校もあるため、午後までの開催が難しい。そういった学

校ではお弁当を食べるためには、スタート時間を遅らせる等色々と考えることが必要。 

・学校行事の特別感、学校行事をやる意味を学校側が創意工夫しなければならない。昔を知って

いる方たちには、学校として丁寧に説明していかなければいけない。PR や説明をするという

責任はまだまだあると話を聞いて思った。 

市 

Ｐ 

連 

・教科書のデータを PDF 化し、自宅で教科書を見られるようにはできないか。また、タブレッ

トの活用については、先生方にもいろいろなツールを使って、授業ができるようにしていただ

きたい。 

市 

教 

委 

・今後、国がデジタル教科書を認定し、費用面においても紙の教科書と同等の扱いとなれば、将

来的にはタブレットで教科書を見ることができるようになるかもしれないが、現在は費用面で

の課題がある。 

・先生方の ICT活用への見識を深めていただくための取り組みとして、ICT に関する研修会・講

座を教育研究所や、十勝教育研修センターで開催しているところ。 


